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本
日
は
、
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
記
念

式
典
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
ご
臨
席
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
村
は
、
琉
球
王
朝
第
二
尚
氏
の
始
祖

「
尚
円
王
」
の
生
誕
の
地
と
し
て
広
く
知
ら

れ
、
村
民
は
そ
れ
を
誇
り
と
し
て
村
づ
く
り

に
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
「
尚
円

王
」
生
誕
六
〇
〇
年
の
節
目
の
年
に
当
た

り
、
今
年
一
年
を
「
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年

祭
」
と
位
置
づ
け
、
関
連
事
業
を
推
進
す
べ

く
、
平
成
二
十
五
年
度
に
尚
円
王
生
誕
六
〇

〇
年
祭
基
本
構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。
基
本

構
想
は
、
「
偉
大
な
る
王
様
を
誇
る
と
と
も

に
、
本
村
の
歴
史
や
文
化
を
内
外
に
発
信

し
、
交
流
す
る
生
誕
祭
」
を
基
本
理
念
と

し
、「
交
流
」
、「
発
信
」
、「
継
承
」
を
事
業

の
柱
に
し
て
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
一
過

性
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
「
イ
ヒ
ャ

ス
ー
テ
ー
の
心
で
、
お
も
て
な
し
の
島
へ
の

昇
華
」
を
将
来
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
念
頭
に
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
関
連
事

業
を
展
開
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
主
な
事
業
の
取
り
組
み
と
し

て
、
新
造
船
の
建
造
、
観
光
Ｐ
Ｒ
用
バ
ス
の

購
入
、
島
の
映
像
記
録
撮
影
、
体
験
交
流
施

設
の
整
備
、
尚
円
王
通
水
節
公
園
の
整
備
及

び
北
の
松
金
乗
馬
像
建
立
、
西
原
町
に
お
け

る
史
劇
「
尚
円
王
〜
松
金
が
ゆ
く
〜
」
の
公

演
、
記
念
切
手
の
発
行
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル

フ
大
会
な
ど
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
事
業
及
び
既
存
事
業
に

「
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
記
念
事
業
」
の

冠
を
付
け
て
取
り
組
ん
だ
事
業
や
首
里
城
に

お
け
る
伊
是
名
島
の
秘
宝
展
が
九
月
十
日
ま

で
開
催
中
で
あ
り
ま
す
。
十
二
月
ま
で
に
残

り
の
数
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
が
、
本
日
か

ら
、
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
位
置
づ
け
し
た
「
第
十
六
回
い
ぜ
な
尚

円
王
ま
つ
り
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
尚
円
王

ま
つ
り
」
を
よ
り
内
容
を
充
実
さ
せ
、
盛
大

に
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
開
催
に

あ
た
り
、
企
業
各
社
等
か
ら
心
温
ま
る
ご
芳

志
を
賜
り
、
衷
心
よ
り
厚
く
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
本
日
は
、
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年

祭
を
記
念
い
た
し
ま
し
て
、
各
分
野
に
お
い

て
ご
功
績
の
あ
り
ま
し
た
方
々
を
村
功
労
者

と
し
て
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
尚
円
王
生
誕

六
〇
〇
年
祭
事
業
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
関

係
各
位
に
感
謝
状
の
贈
呈
を
致
し
ま
す
。
受

賞
者
及
び
関
係
者
の
皆
様
方
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
、
今
後
と
も
村
政
発
展
の
た
め
お
力

添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
「
御
主
の
生
ま
り

た
る
伊
是
名
島
で
む
ぬ
　
す
ぐ
り
ら
な
う

ち
ゅ
み
　
わ
し
た
童
」
村
民
、
郷
友
、
関
係

各
位
が
「
尚
円
王
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
益
々

絆
が
深
ま
り
、
村
政
が
発
展
す
る
よ
う
祈
願

い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
日
の
式
典
に
ご

臨
席
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
式
辞
と
し
ま
す
。
　

　尚円王生誕600年祭記念式典終了後、「尚円王に学ぶ、次世代のリー
ダーに必要なこと」～自らの道を切り拓くために必要なこと～をテーマ
に、シンポジウムが開催された。
　安里進氏（沖縄県立博物館･美術館館長）、上間明西原町長、末吉康敏
氏（イオン琉球取締役会長）、名嘉睦稔氏（画家）、前田政義伊是名村長
の5名がパネリストとして参加し、尚円王はどのような人物だったのか、リー
ダーに必要とされることは何かなどがディスカッションされた。パネリスト
それぞれの尚円王像、リーダー像など尚円王の強さや魅力などがあり、そ
のことから何を学び、どのように対応していくことが望ましいのか語られ、
出席者も耳を傾けていた。

そ
の
ひ
ゃ
ぶ

う
た
き

う

た 

ち 

ぬ 

う
か
じ

る
く
む
む
と
し
ぬ

う  

ゆ

尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
記
念
式
典

　
　
　
　
式
　
　
辞

伊
是
名
村
長
　
前
田
　
政
義

（
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
実
行
委
員
会
会
長
）

「
園
比
武
の
御
嶽
　
思
み
立
ち
の
御
影

六
に
百
年
の
　
御
祝
え
さ
び
ら
」

感謝状受賞者、左から東江優氏、伊禮一幸氏、末吉康敏氏、伊禮正哲氏感謝状受賞者を代表してあいさつする東江優氏

村功労者被表彰者を代表してあいさつを述べる東江幸勇氏 村功労被表彰者、左から東江幸勇氏、城間政悟氏、前川功氏

記念式典で式辞を述べる前田村長 尚衛氏から前田村長に目録が手渡される

式典後に開催されたシンポジウムの様子

　
尚
円
王
（
松
金
）
が
伊
是
名
村
の
地
に
誕
生
し
て
六
〇
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

節
目
の
年
を
記
念
し
て
盛
大
に
祝
う
た
め
「
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
記
念
式
典
」

が
、
８
月
14
日
（
金
）
14
時
か
ら
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
式
典
に
は
、
こ
れ
ま
で
伊
是
名
村
の
振
興･

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
関
係
者
・
来
賓
な

ど
多
く
の
方
が
出
席
し
た
。
開
始
に
あ
た
り
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
村
歌
が
斉
唱
さ
れ

る
と
会
場
は
一
体
感
に
包
ま
れ
た
。

　
村
功
労
者
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
伊
是
名
村
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
、
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
記
念
事
業
に
対
し
大
き
く
支
援
さ
れ
た
方
々
合
わ

せ
て
八
名
が
表
彰
さ
れ
、
前
田
政
義
村
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ま
た
、
尚
円

王
生
誕
六
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
植
樹
（
尚
家
、
伊
平
屋
渡
会
）
、
育
英
資
金
（
と
き

わ
会
）
と
し
て
各
団
体
か
ら
前
田
村
長
に
目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
式
典
の
最
後
に
、
感
謝
状
受
賞
者
を
代
表
し
東
江
優
氏
（
株
式
会
社
東
江
建
設
会

長
）
は
「
こ
の
島
の
出
身
者
は
各
分
野
で
大
き
く
活
躍
し
て
い
る
が
、
尚
円
王
の
血
を

受
け
た
と
感
じ
る
。
島
は
海
と
山
が
調
和
さ
れ
、
手
心
を
加
え
て
造
り
あ
げ
た
よ
う
に

美
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
故
郷
伊
是
名
島
の
た
め
に
、
何
か
と
協
力
し
て
い
き
た
い
。
」

と
、
尚
円
王
を
讃
え
、
生
誕
記
念
を
祝
い
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
村
功
労
者
表
彰

　
　
自
治
功
労
者
　
○
東
江 

幸
勇
　
　
○
城
間 

政
悟

　
　
　
　
　
　
　
　
○
前
川 

功
　
　
　
○
仲
田 

允
碩

　
感
謝
状

　
　
受
賞
者
　
　
　
○
東
江 

優
　
　
　
○
伊
禮 

一
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
○
末
吉 

康
敏
　
　
○
伊
禮 

正
哲

祝 
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
記
念
式
典

シンポジウム開催
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出席者も耳を傾けていた。

そ
の
ひ
ゃ
ぶ

う
た
き

う

た 

ち 

ぬ 

う
か
じ

る
く
む
む
と
し
ぬ

う  

ゆ

尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
記
念
式
典

　
　
　
　
式
　
　
辞

伊
是
名
村
長
　
前
田
　
政
義

（
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
実
行
委
員
会
会
長
）

「
園
比
武
の
御
嶽
　
思
み
立
ち
の
御
影

六
に
百
年
の
　
御
祝
え
さ
び
ら
」

感謝状受賞者、左から東江優氏、伊禮一幸氏、末吉康敏氏、伊禮正哲氏感謝状受賞者を代表してあいさつする東江優氏

村功労者被表彰者を代表してあいさつを述べる東江幸勇氏 村功労被表彰者、左から東江幸勇氏、城間政悟氏、前川功氏

記念式典で式辞を述べる前田村長 尚衛氏から前田村長に目録が手渡される

式典後に開催されたシンポジウムの様子

　
尚
円
王
（
松
金
）
が
伊
是
名
村
の
地
に
誕
生
し
て
六
〇
〇
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

節
目
の
年
を
記
念
し
て
盛
大
に
祝
う
た
め
「
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
記
念
式
典
」

が
、
８
月
14
日
（
金
）
14
時
か
ら
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
式
典
に
は
、
こ
れ
ま
で
伊
是
名
村
の
振
興･

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
関
係
者
・
来
賓
な

ど
多
く
の
方
が
出
席
し
た
。
開
始
に
あ
た
り
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
村
歌
が
斉
唱
さ
れ

る
と
会
場
は
一
体
感
に
包
ま
れ
た
。

　
村
功
労
者
表
彰
・
感
謝
状
贈
呈
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
伊
是
名
村
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
、
尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
記
念
事
業
に
対
し
大
き
く
支
援
さ
れ
た
方
々
合
わ

せ
て
八
名
が
表
彰
さ
れ
、
前
田
政
義
村
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
ま
た
、
尚
円

王
生
誕
六
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
植
樹
（
尚
家
、
伊
平
屋
渡
会
）
、
育
英
資
金
（
と
き

わ
会
）
と
し
て
各
団
体
か
ら
前
田
村
長
に
目
録
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
式
典
の
最
後
に
、
感
謝
状
受
賞
者
を
代
表
し
東
江
優
氏
（
株
式
会
社
東
江
建
設
会

長
）
は
「
こ
の
島
の
出
身
者
は
各
分
野
で
大
き
く
活
躍
し
て
い
る
が
、
尚
円
王
の
血
を

受
け
た
と
感
じ
る
。
島
は
海
と
山
が
調
和
さ
れ
、
手
心
を
加
え
て
造
り
あ
げ
た
よ
う
に

美
し
い
。
こ
れ
か
ら
も
故
郷
伊
是
名
島
の
た
め
に
、
何
か
と
協
力
し
て
い
き
た
い
。
」

と
、
尚
円
王
を
讃
え
、
生
誕
記
念
を
祝
い
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
村
功
労
者
表
彰

　
　
自
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功
労
者
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幸
勇
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政
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○
前
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○
仲
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允
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謝
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受
賞
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○
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優
　
　
　
○
伊
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一
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○
末
吉 

康
敏
　
　
○
伊
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正
哲

祝 

尚
円
王
生
誕
六
〇
〇
年
祭
記
念
式
典

シンポジウム開催
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グラウンドゴルフ大会団体の部（一般）1位の内花チームグラウンドゴルフ大会団体の部（高齢者）1位の仲田チーム

エリィさんはお子さんと共演「伝えること伝わること」の大切さ発信中！
まつり最終日の大取は伊禮俊一！

多くの観客がステージ前に押し寄せた！！

関東郷友会による関東郷友舞踊
大人気”琉神マブヤー”！
今年はエイサーのマブイストーンが奪われたが･･･

ヌルヌル相撲には子どもたちが大はしゃぎ！！ 伊平屋村青年団協議会による青年エイサー（町村交流）

職場対抗カラオケ大会出場の皆さん。映像が世界中に発信中！！

初めて行われた地バーリー大会！かなり力がいるようです！！ 字別対抗ハーリー競漕1位の勢理客区

ゲストで出演した宮園ゆう子さん

伊平屋村による伊平屋チムどんキッズシアター（町村交流）

史劇「 尚円王 ～松金がゆく～」テーマソング
「七つの橋をこえて」でおなじみの名嘉常安＆ゆかり民謡ショー 伊是名郷友芸能協会による尚円王生誕600年祭創作舞踊 一日目のステージ最後は、島みずきさんが満面の笑顔でライブ

伊礼哲さんは家族みんなでステージを盛り上げた

今帰仁村の北山てぃだの会による「北山の風」（町村交流）

島幸子さんによるライブ”愛咲く～♪”

14
日（
金
）

15
日（
土
）

16
日（
日
）

ジェットスキーを
多くの観光客が体験した

600年祭スペシャルで
首里城から国王と王妃が登場

西原町我謝伝統芸能保存会は

迫力ある獅子舞を披露

名嘉奈々さんライブ「伊是名の存在をもっと知ってもらいたい」

グラウンドゴルフ大会

個人1位の仲田貞則さん

今年もハイテンショントークと

圧巻のパフォーマンスを披露したKei！！

　8月14日（金）から16日（日）の三日間、臨海ふれあい公園屋外ステージをメイン会場に、第16回いぜな尚円王まつりが
開催された。
　村では、昨年行われた尚円王生誕600年祭記念プレイベント第一弾“和太鼓＆ダンスパフォーマンスフェスティバル”
を皮切りに、この一年間で尚円王生誕600年を祝う様 な々企画を実施してきた。今年のいぜな尚円王まつりは過去最多
の協賛をいただき、これまで行われた記念イベントの集大成ともいえる企画で開催された。
　昼の部では、村民参加型や観光客の方 も々体験できるイベントが各会場で行われた。屋外ステージで行われた夜の部
では、多数の郷友関係者や伊平屋村･今帰仁村・西原町による町村交流プログラムが、会場を訪れた観客を賑わせた。
　二日目のステージは雨天のため終盤に中止となったが、最終日には広場を覆いつくすほどの観客が集まり、盛大の内
に幕を下ろした。
　なお、600年祭記念式典、いぜな尚円王まつり開催期間中（13日から16日まで）の入村者数は約2,000人で過去最多と
なりました。

尚円王生誕600年祭記念
「第16回いぜな尚円王まつり」開催
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　8月15日（土）臨海ふれあい公園グラウンドにおいて、第16回いぜな尚円王カップ少年サッカー大会が開催され、小学生
高学年の部7チームと低学年の部2チームが参加した。あいにくの悪天候で試合は行われたが、選手達は優勝を目指し全
力でプレーに臨んだ。
　低学年の部は伊是名SCがIHEYA FCを2－0で破り優勝。高学年の部では兼原FCが、決勝で大北ヴァレンチAに
接戦で勝利し優勝カップを手にした。なお、伊是名SC高学年は惜敗した。

　北部電気工事業協同組合では、毎年8月に経済産業省主唱のもとで『電気使用
安全月間』運動を行っている。活動の一環として、北部地域の高齢者住宅の電気
設備を無料で点検及び軽微な改修工事をしており、伊是名村社会福祉協議会と
の協同で8月18日（火）に伊是名村で実施された。
　仲田港ターミナルでの出陣式後、予定している高齢者宅を作業員が訪問し、無
料点検や改修工事（たこ足配線防止→コンセント設置等）にあたった。社協を代表
し前田清治会長は「身近な電気も、設備の不備や取り扱いを誤ると危険。正しい知
識を普及する一環での、無料点検及び改修工事を実施する事への特段のご配慮
に対し御礼申し上げます。」と、あいさつした。点検してもらった高齢者からも、暑い
中での丁寧な作業に対して感謝していたようです。

いぜな尚円王カップ少年サッカー大会

高齢者住宅の電気設備無料点検実施
～北部電気工事業協同組合／伊是名村社会福祉協議会～

「
み
ほ
そ
所
」

参
拝
（
祈
願
）

　
８
月
14
日（
金
）午
前
10
時
に
、前
田
政
義
村
長
は
じ
め
尚
円
王
生

誕
６
０
０
年
祭
記
念
事
業
関
係
者
が
尚
円
王（
松
金
）生
誕
の
場
所
で

あ
る“

み
ほ
そ
所“

（
諸
見
区
）を
参
拝
に
訪
れ
、こ
の
後
行
わ
れ
る
記
念

式
典
や
尚
円
王
ま
つ
り
の
成
功
と
安
全
を
祈
願
し
た
。ま
た
、伊
是
名

郷
友
芸
能
協
会
に
よ
る
奉
納
演
奏
も
披
露
さ
れ
た
。

ゴールへ全力で突破を図る
伊是名チーム

ブレーカーの点検を行う作業員

仲田港ターミナルでの出陣式の様子

まつりの成功･安全を関係者全員で祈願した

伊是名郷友芸能協会による演奏

高学年優勝・兼原FC 低学年優勝・伊是名SC

ときわの島・伊是名島
尚円王生誕600年祭記念

販売枚数600枚限定！

※全国の郵便局から申込可能
（ただし、限定販売のため切手が無くなり次第販売終了）

《口座番号》 01780-8-166121
《口座名義人》 伊是名村・尚円王生誕600年祭実行委員会
《 代 金 》 1シート 2,500円(送料・消費税込み)

第２弾!!

◎お申し込みは・・・

郵便局振替にて

〈
台
紙
を
開
い
た
状
態
〉

〈
表
面
A
４
サ
イ
ズ
〉

尚円王生誕600年祭実行委員会事務局
伊是名村役場企画政策課内
沖縄県島尻郡伊是名村字仲田1203番地

☎0980（45）2001

【
問
合
せ
先
】

切
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真
部
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と
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伊是名玉御殿公事清明祭具

金
丸（
尚
円
王
）像

銘
苅

家
住

宅（
国

指
定

重
要

文
化

財
）

村
民

劇
 史

劇
・

尚
円

王
～

松
金

が
ゆ

く
～

民
族

音
楽

 史
曲

・
尚

円

伊
是

名
尚

円
太

鼓

逆
田

（
尚

円
王

御
持

田
）

尚円王乗馬像

（
大
意
）

　
通
水
の
山
は
一
人
で
越
え
て
誰
も
知
る
人
は

　
い
な
い
。
知
っ
て
い
る
の
は
乗
り
馬
と
鞍
と

　
主
人
で
あ
る
自
分
と
三
人
だ
け
だ
。

（
返
し
歌
大
意
）

　
尾
の
毛
が
ふ
さ
ふ
さ
と
し
た
栗
毛
の
馬
に
、
我

　
が
愛
し
い
人
を
乗
せ
て
、
難
関
の
通
水
を
越
え

　
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
行
く
と
き
は
「
乗
り
馬
と
鞍
と
主
」
の
三
人
で

　
あ
っ
た
が
、
帰
り
に
は
愛
し
い
人
を
乗
せ
て

　
四
人
と
な
っ
た
喜
び
を
詠
っ
て
い
ま
す
。

か
い 

み
じ

　
ぶ
し

※

返
し
歌

尚円王乗馬像は北の松金（金丸・尚円王）が勢理客邑（現在の勢理客）の愛しい人と楽しいひとときを過ごし、首見邑
（現在の諸見）に帰る途中で、なごり惜しさにふと振り返る情景を表しています。2015年の尚円王生誕600年祭を記念
して、由来の場所である通水周辺を中心に整備して、尚円王通水節公園を造営し、同時に尚円王乗馬像を建立しました。
　　　　　　　　揮毫/城間雨邨　考証/高良倉吉　作像/名嘉睦稔　2015年元旦　制作/伊是名村

にしぬ まちがに じっちゃくむら しゅみむら

かいみじ
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　8月15日（土）臨海ふれあい公園グラウンドにおいて、第16回いぜな尚円王カップ少年サッカー大会が開催され、小学生
高学年の部7チームと低学年の部2チームが参加した。あいにくの悪天候で試合は行われたが、選手達は優勝を目指し全
力でプレーに臨んだ。
　低学年の部は伊是名SCがIHEYA FCを2－0で破り優勝。高学年の部では兼原FCが、決勝で大北ヴァレンチAに
接戦で勝利し優勝カップを手にした。なお、伊是名SC高学年は惜敗した。

　北部電気工事業協同組合では、毎年8月に経済産業省主唱のもとで『電気使用
安全月間』運動を行っている。活動の一環として、北部地域の高齢者住宅の電気
設備を無料で点検及び軽微な改修工事をしており、伊是名村社会福祉協議会と
の協同で8月18日（火）に伊是名村で実施された。
　仲田港ターミナルでの出陣式後、予定している高齢者宅を作業員が訪問し、無
料点検や改修工事（たこ足配線防止→コンセント設置等）にあたった。社協を代表
し前田清治会長は「身近な電気も、設備の不備や取り扱いを誤ると危険。正しい知
識を普及する一環での、無料点検及び改修工事を実施する事への特段のご配慮
に対し御礼申し上げます。」と、あいさつした。点検してもらった高齢者からも、暑い
中での丁寧な作業に対して感謝していたようです。

いぜな尚円王カップ少年サッカー大会

高齢者住宅の電気設備無料点検実施
～北部電気工事業協同組合／伊是名村社会福祉協議会～

「
み
ほ
そ
所
」

参
拝
（
祈
願
）

　
８
月
14
日（
金
）午
前
10
時
に
、前
田
政
義
村
長
は
じ
め
尚
円
王
生

誕
６
０
０
年
祭
記
念
事
業
関
係
者
が
尚
円
王（
松
金
）生
誕
の
場
所
で

あ
る“

み
ほ
そ
所“

（
諸
見
区
）を
参
拝
に
訪
れ
、こ
の
後
行
わ
れ
る
記
念

式
典
や
尚
円
王
ま
つ
り
の
成
功
と
安
全
を
祈
願
し
た
。ま
た
、伊
是
名

郷
友
芸
能
協
会
に
よ
る
奉
納
演
奏
も
披
露
さ
れ
た
。

ゴールへ全力で突破を図る
伊是名チーム

ブレーカーの点検を行う作業員

仲田港ターミナルでの出陣式の様子
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伊是名郷友芸能協会による演奏

高学年優勝・兼原FC 低学年優勝・伊是名SC

ときわの島・伊是名島
尚円王生誕600年祭記念

販売枚数600枚限定！

※全国の郵便局から申込可能
（ただし、限定販売のため切手が無くなり次第販売終了）

《口座番号》 01780-8-166121
《口座名義人》 伊是名村・尚円王生誕600年祭実行委員会
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尚円王乗馬像は北の松金（金丸・尚円王）が勢理客邑（現在の勢理客）の愛しい人と楽しいひとときを過ごし、首見邑
（現在の諸見）に帰る途中で、なごり惜しさにふと振り返る情景を表しています。2015年の尚円王生誕600年祭を記念
して、由来の場所である通水周辺を中心に整備して、尚円王通水節公園を造営し、同時に尚円王乗馬像を建立しました。
　　　　　　　　揮毫/城間雨邨　考証/高良倉吉　作像/名嘉睦稔　2015年元旦　制作/伊是名村

にしぬ まちがに じっちゃくむら しゅみむら
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infoRmation情報コーナー
お知ら

せ
～魅力いっぱい農業者年金～ 担い手積立年金「愛称」

楽しみながらスロージョギングを実践する参加者

加入申し込みや相談については、JA伊是名支店（TEL 45-2222）か
伊是名村農業委員会（TEL 45-2004）又は、

独立行政法人農業者年金基金（TEL 03-3502-3942）

　7月29日(水)伊是名村臨海ふれあい公園グラ
ウンドにおいて、ナイトスロージョギングが午後7
時から開催された。講師に伊是名小学校の座間
味靖校長を迎え、参加者20名は、講話、スロー
ジョギングの走り方･実戦など約90
分間の指導を受けた。満月のも
と涼しい風を受け、日頃の運動
不足を解消しつつ健康づくりに
リフレッシュしていた。

【保健センター便り】

ナイトスロージョギング

～しっかり積み立て、がっちりサポート　安心で豊かな老後を～
☆あなたの老後生活への備えは十分ですか?
☆年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です！
☆老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です！

★国民年金の第１号被保険者で、年間６０日以上農業に従事する６０歳未満の方は誰でも加入できます。
★少子高齢化時代に強い積立方式の年金です。
★保険料の額は自由に決められます。（月額２万～６万７千円）
★８０歳まで保証がついた終身年金です。
★認定農業者など一定の要件を満たす方は、保険料の国庫助成があります。
★支払う保険料の全額が社会保険料控除の対象となるなど税制面でも特例が用意されています。

尚円王生誕600年祭記念にご協賛いただきありがとうございます！
東江源正
（一社）いぜな島観光協会
イオン琉球（株）
居酒屋ゆらてぃく
伊是名村郷友会
伊是名漁業協同組合
伊是名酒造所
伊是名村建設業協会
伊是名村商工会
伊是名レンタカー
伊礼英元
伊禮正益
伊禮民謡研究所
上門工業（株）
うむさ尚風亭
運天港ターミナル売店
オキコ（株）
沖縄協同青果（株）
沖縄県酒造協同組合
沖縄県離島海運振興（株）
沖縄県労働金庫
沖縄新エネ開発（株）
おきなわ米販（株）
沖縄明治乳業（株）
小渡清
オリオンビール（株）名護工場
克電気工事
金丸重機
（株）東江ガス
（株）東江ガス北部
（株）東江建設

（株）朝日建設コンサルタント
（株）AMS設計
（株）イーエーシー
（株）イゼナ空設
（株）伊禮産業
（株）インディボンドネットワークス
（株）エマオ
（株）オーシーシー
（株）太名嘉組
（株）沖成コンサルタント
（株）沖東交通
（株）沖縄ダイケン北部支店
（株）沖縄チャンドラー
（株）沖縄土木設計コンサルタント
（株）沖橋エンジニアリング
（株）開邦工業
（株）カルティベイト
（株）川崎技研
（株）川崎ディーゼル整備工場
（株）技建
（株）喜神サービス
（株）協和建設コンサルタント
（株）国建
（株）国吉設計
（株）久米電装
（株）現代設計
（株）興洋電子
（株）佐久本工機
（株）シビルエンジニアリング
（株）ジャンボツアーズ
（株）秀建設計

（株）総合葬祭那覇
（株）大洋土木コンサルタント
（株）トウエイ
（株）ニシダ工業
（株）農協直販
（株）濱設計
（株）ホープ設計
（株）丸島建設コンサルタント
（株）南土木設計
（株）海櫑
（株）屋島組
（株）屋部土建
（株）山川電気
（株）琉創希
神山典子
金城正幸
JAおきなわ伊是名支店
城間妙子
上城技術情報(株)
末吉内科外科胃腸科医院
第一印刷（株）
大和観光開発（沖縄ロイヤルゴルフクラブ）
高良倉明
匠エンジニアリング
当銘タタミ店
東和建設（株）
豊里ミート
なか事務所グループ
仲田区共同売店
ながはま
新潟原動機（株）九州支店

野村節子
美音SpaceDesign（株）
北部港運（株）
前畑造船（株）
丸正印刷（株）
諸見スズキオート
ヤシマ工業（株）
やんばる酒店
（有）東江ポンプ
（有）安護建設工業
（有）沖縄オリエンタルホテル
（有）カリーツアーズ
（有）システム･エヌ
（有）尚伸電工
（有）新技術開発
（有）末松モービル
（有）東海空調サービス
（有）東和技研
（有）パブリックコンサルタンツ
（有）平伊工業
（有）ブンキョウ技研
（有）北部測量設計
（有）前川グリーン土木
（有）丸良電建工業
（有）ムルカ商事
（有）吉永測量設計
（有）琉測コンサルタント
（有）琉渡運輸
リアル設計
琉球セメント（株）
琉球内燃機（株）

　8月13日（木）前川富男氏（字仲田出身）が教育委員会を訪れ、育英会へ
の寄付金目録を名嘉正教育長へ手渡した。
　前川氏はこの度、第24回危険業務従事者叙勲“瑞宝単光章”（海上保安
功労）を受章されており、自身を育んだ郷里に恩返しをと考え「子弟の人材
育成等に資する資金」として寄付金10万円を贈呈することとなった。受章に
あたり前川氏は「これもひとえに郷里の皆様方の温かいご指導とご鞭撻の賜
物と心から感謝申し上げます。」と記した。

前川富男氏が育英会へ寄付

　8月9日（日）株式会社伊禮産業の伊禮一幸代表取締役が公室を訪れ、直
前に控えた尚円王生誕600年祭記念（第16回いぜな尚円王まつり）への寄
付目録を前田村長へ手渡した。伊禮産業は、一昨年から伊是名島の振興･
発展と尚円王生誕600年記念事業に支援を行ってきた。前田村長はこれま
での支援に対して感謝の意を表し、来るいぜな尚円王まつり等の事業成功
に向け取り組んでいくことを述べた。

株式会社 伊禮産業　尚円王生誕600年祭へ寄付

伊禮一幸氏（右）から前田村長へ目録が手渡される

前川富男氏(右)から名嘉教育長へ目録が手渡される

８月末現在　五十音順
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infoRmation情報コーナー
お知ら

せ
～魅力いっぱい農業者年金～ 担い手積立年金「愛称」

楽しみながらスロージョギングを実践する参加者

加入申し込みや相談については、JA伊是名支店（TEL 45-2222）か
伊是名村農業委員会（TEL 45-2004）又は、

独立行政法人農業者年金基金（TEL 03-3502-3942）

　7月29日(水)伊是名村臨海ふれあい公園グラ
ウンドにおいて、ナイトスロージョギングが午後7
時から開催された。講師に伊是名小学校の座間
味靖校長を迎え、参加者20名は、講話、スロー
ジョギングの走り方･実戦など約90
分間の指導を受けた。満月のも
と涼しい風を受け、日頃の運動
不足を解消しつつ健康づくりに
リフレッシュしていた。

【保健センター便り】

ナイトスロージョギング

～しっかり積み立て、がっちりサポート　安心で豊かな老後を～
☆あなたの老後生活への備えは十分ですか?
☆年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です！
☆老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です！

★国民年金の第１号被保険者で、年間６０日以上農業に従事する６０歳未満の方は誰でも加入できます。
★少子高齢化時代に強い積立方式の年金です。
★保険料の額は自由に決められます。（月額２万～６万７千円）
★８０歳まで保証がついた終身年金です。
★認定農業者など一定の要件を満たす方は、保険料の国庫助成があります。
★支払う保険料の全額が社会保険料控除の対象となるなど税制面でも特例が用意されています。

尚円王生誕600年祭記念にご協賛いただきありがとうございます！
東江源正
（一社）いぜな島観光協会
イオン琉球（株）
居酒屋ゆらてぃく
伊是名村郷友会
伊是名漁業協同組合
伊是名酒造所
伊是名村建設業協会
伊是名村商工会
伊是名レンタカー
伊礼英元
伊禮正益
伊禮民謡研究所
上門工業（株）
うむさ尚風亭
運天港ターミナル売店
オキコ（株）
沖縄協同青果（株）
沖縄県酒造協同組合
沖縄県離島海運振興（株）
沖縄県労働金庫
沖縄新エネ開発（株）
おきなわ米販（株）
沖縄明治乳業（株）
小渡清
オリオンビール（株）名護工場
克電気工事
金丸重機
（株）東江ガス
（株）東江ガス北部
（株）東江建設

（株）朝日建設コンサルタント
（株）AMS設計
（株）イーエーシー
（株）イゼナ空設
（株）伊禮産業
（株）インディボンドネットワークス
（株）エマオ
（株）オーシーシー
（株）太名嘉組
（株）沖成コンサルタント
（株）沖東交通
（株）沖縄ダイケン北部支店
（株）沖縄チャンドラー
（株）沖縄土木設計コンサルタント
（株）沖橋エンジニアリング
（株）開邦工業
（株）カルティベイト
（株）川崎技研
（株）川崎ディーゼル整備工場
（株）技建
（株）喜神サービス
（株）協和建設コンサルタント
（株）国建
（株）国吉設計
（株）久米電装
（株）現代設計
（株）興洋電子
（株）佐久本工機
（株）シビルエンジニアリング
（株）ジャンボツアーズ
（株）秀建設計

（株）総合葬祭那覇
（株）大洋土木コンサルタント
（株）トウエイ
（株）ニシダ工業
（株）農協直販
（株）濱設計
（株）ホープ設計
（株）丸島建設コンサルタント
（株）南土木設計
（株）海櫑
（株）屋島組
（株）屋部土建
（株）山川電気
（株）琉創希
神山典子
金城正幸
JAおきなわ伊是名支店
城間妙子
上城技術情報(株)
末吉内科外科胃腸科医院
第一印刷（株）
大和観光開発（沖縄ロイヤルゴルフクラブ）
高良倉明
匠エンジニアリング
当銘タタミ店
東和建設（株）
豊里ミート
なか事務所グループ
仲田区共同売店
ながはま
新潟原動機（株）九州支店

野村節子
美音SpaceDesign（株）
北部港運（株）
前畑造船（株）
丸正印刷（株）
諸見スズキオート
ヤシマ工業（株）
やんばる酒店
（有）東江ポンプ
（有）安護建設工業
（有）沖縄オリエンタルホテル
（有）カリーツアーズ
（有）システム･エヌ
（有）尚伸電工
（有）新技術開発
（有）末松モービル
（有）東海空調サービス
（有）東和技研
（有）パブリックコンサルタンツ
（有）平伊工業
（有）ブンキョウ技研
（有）北部測量設計
（有）前川グリーン土木
（有）丸良電建工業
（有）ムルカ商事
（有）吉永測量設計
（有）琉測コンサルタント
（有）琉渡運輸
リアル設計
琉球セメント（株）
琉球内燃機（株）

　8月13日（木）前川富男氏（字仲田出身）が教育委員会を訪れ、育英会へ
の寄付金目録を名嘉正教育長へ手渡した。
　前川氏はこの度、第24回危険業務従事者叙勲“瑞宝単光章”（海上保安
功労）を受章されており、自身を育んだ郷里に恩返しをと考え「子弟の人材
育成等に資する資金」として寄付金10万円を贈呈することとなった。受章に
あたり前川氏は「これもひとえに郷里の皆様方の温かいご指導とご鞭撻の賜
物と心から感謝申し上げます。」と記した。

前川富男氏が育英会へ寄付

　8月9日（日）株式会社伊禮産業の伊禮一幸代表取締役が公室を訪れ、直
前に控えた尚円王生誕600年祭記念（第16回いぜな尚円王まつり）への寄
付目録を前田村長へ手渡した。伊禮産業は、一昨年から伊是名島の振興･
発展と尚円王生誕600年記念事業に支援を行ってきた。前田村長はこれま
での支援に対して感謝の意を表し、来るいぜな尚円王まつり等の事業成功
に向け取り組んでいくことを述べた。

株式会社 伊禮産業　尚円王生誕600年祭へ寄付

伊禮一幸氏（右）から前田村長へ目録が手渡される

前川富男氏(右)から名嘉教育長へ目録が手渡される

８月末現在　五十音順
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月9 10～
月の行事予定

･平成27年度伊是名村敬老会
・フェリーいぜな 尚円 就航式典･祝賀会
 （当日は1便運航）
・トーカチ（旧暦8月8日）
・秋分の日
・イルチャヨー、ティルクグチ（旧暦8月11日）
・旧八月豊年祭（仲田区、勢理客区）
・旧八月豊年祭（伊是名区、諸見区）
・旧八月豊年祭（内花区）
・体育の日
・カジマヤー（旧暦9月7日）
・第15回いぜなキッズトライアスロン
・第28回いぜな88トライアスロン大会

我が家のニューフェイスです。よろしくね

濱里　凛花ちゃん（長女）
平成27年7月19日生　父： 慎　母： 由紀子

潮平　宇巧 くん
うきょう

りんか

（三男）
平成27年7月27日生　父： 和也　母： 絵梨香

伊禮　雪ちゃん（長女）

ちゃん（長女）

平成27年7月31日生　父： 敬　母： 絵未

荷川取 心夏
ここな

ゆき

平成27年8月7日生　父： 吉正　母： 麗

名嘉　琉心 くん
りゅうく

（長男）
平成27年8月8日生　父： 真史　母： あずさ

　今年の豊作を祝い、来年の豊穣を祈念する年中行事
であるウンナー（綱引き行事）が、勢理客区の7月30日
（旧暦6月15日）を皮切りに、8月1日には仲田区、8月9日
には伊是名区と諸見区で行われた。
　夏休み期間中ということもあり、帰省者や観光客も参
加してのムラガーイや公民館前でのウンナガーイは大い
に賑わった。引き続きスナイ、ウンナー（大綱引き）、すも
うの順に行われ、年一番の集落行事は夜遅くまで盛大
に行われた。

ウンナーに参加する郷友会を出迎え
（勢理客区）

綱あみをしてウンナーの準備をする様子
(勢理客区) 青年達がぶつかり合う迫力のあるスナイ(仲田区)

来年の豊穣を願い大綱引きにも力が入る(諸見区)

西東に分かれてムラガーイする様子（伊是名区）

すもうに参加した子どもたち。どっちが勝ったの～？！
(諸見区)
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